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『児童の世紀』に流れるロマンティシズム
一エレン・ケイのストランド荘、そしてカール・ラーションのアトリエを訪ねて一
荒井 洌
プロローグ…ストランド荘を訪ねて
　1999年の晩夏、われわれ北欧の幼児保育を勉強している者が誘い合って、
スウェーデンのエレン・ケイゆかりの地を訪ねた。
　ストックホルムから、南西のほうに向かって300キロほどの行程。湖の多
いスウェーデンでも2番めに大きい、南北に長いウェッテルン湖のほとりに
　　　　　　　　　やかたある、エレン・ケイの館のストランド荘である。“ストランド”（strand）と
は、スウェーデン語で「水辺」とか「岸」を意味する。
　ちなみに、われわれが1999年という年を選んでこの地を訪れたのは、エレ
ン・ケイが『児童の世紀』を世に送った1900年から数えて100年めになるの
を記念してのことである。旅のメンバーはr児童の世紀』を読み込んでから
出かけたので、感激はひとしおであった。
　ストランド荘を包む景観は、多分、100年前とほとんど同じたたずまいだ
と思われた。なぜなら、周囲はウェッテルン湖や森や牧草地など、自然その
ままであるからだ。
　エレン・ケイ自身がアールヌーボー風にデザインしたという、しっとりと
美しいストランド荘は、太陽と湖に向かって大きく翼を広げるようにして、
南斜面に建てられている。
　正面の入り口の前の階段を真っすぐに降りていくと、湖面に向けての水辺
のゲイトに達する。館のための、小さな舟着き場である。
　大きな立体のキャンバスに、エレン・ケイのロマンティシズムそのままが、
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のびやかにデザインされているといった感じだ．
1。Fam“y　Supportとしての幼児保育
　スウェーデンに出かけるようになって、30年ほどの歳月が過ぎた。
　その間の時代背景の変わりようは大きい。特に日本の場合は目まぐるしい。
たとえば、同じ山道でも上り道と下り道とでは眼前の光景がまるで違うよう
に、人びとが求める生活スタイルも根底から変わってきたように見える。
　当時、驚嘆のまなこで見たあちらの保育施策のいろいろが、現在では日本
でも当り前のこととして、あるいは願わしいこととして実現しつつある。
　例をあげるなら、幼児保育のバックボ」ンを“family　support”にウエイ
トを置いた考え方である。
　というのは、2002年4月に保育士養成学校に入学する学生から、“魚mily
support”についての教科目である「家族援助論」（あるいは「家庭支援論」）
が必修科目として位置付けられることになった。それは、児童福祉施設に勤
務する保育士の役割が、r児童の保育」に従事するということに加えて、r児
童の保護者に対する保育に関する指導を行うこと」が新たに明記されたこと
に依っている。（児童福祉法の改正…第18条の4、2001年11月30日公布）
　これらの動きは、“family　support”が、福祉施策、とりわけ幼児保育に
おける主要な役割であると認識されるようになったからに他ならない。
　この点、スウェーデンにおける福祉施策のバックボーンとしての‘Tamily
welfare”の歴史は古い。
　1929年のニューヨーク株式市場の大暴落に端を発する世界恐慌は、1931年
にはスウェーデンにも上陸し、1932年になると事態はきわめて深刻なものと
なった。その大不況のなかで、スウェーデンの人びとは活路を求めるべく、
福祉政策を標榜する社会民主労働党に政権を委ねることになる。このことが、
言うところの“福祉国家”への道のスタートであった。
　「ケインズ理論以前のケインズ的政策」というニックネームが与えられた
政策の基本的な施策は、公共事業による失業救済と、農業に対する補助金の
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増額などによる不況対策であり、そのバックボーンに特徴的に見られるもの
は、個々の世帯に対しての援助というものであった。
　とりわけ注目されることは、新政権がスタートした1932年には、ただちに
託児施設に対する国庫補助が実施されたことである。
　育児をサポートする施策はつぎつぎに実施に移され、1935年には就学前期
にある児童についての保育を重視する見解の発表、1937年には母子家庭やハ
ンディキャップを負う子どもなどに対しての経済的援助、1941年には保育所
設置を促す勧告、等々と続けられていった。
　このように見てくると、スウェーデンの政策としての“family　support”
の歩みには、すでに70年の歴史があるということになる。
　わが日本の幼児保育についてのキー・ワードが、ようやくにして「子育て
家庭支援」というものになったことを思うと、スウェーデンなど北欧の福祉
政策を歴史的に勉強してきた者にとっては、感無量のものがある。
2．Nordic　Democracyへの興味
　1970年代に入ってまもなくのことだったと思う。大学改革の波が世界中を
覆ったころのことである。
　比較教育学会の関係で翻訳を頼まれたことがあった。それは、北欧諸国の
大学改革の動向についてのリポートを邦訳する仕事である。
　あの時代、大学に関係する者にとっては、思い出しても大変な時代であっ
た。しかし、今にして静かに考えてみれば、アンシャンレジームそのままで
あった権威としての大学が、とにもかくにも、その根本のレーゾンデートル
が目に見える形で変革されなければならなかったのだと思う。
　それはさておき、その翻訳の仕事のなかで、今でも忘れられない、印象に
残ったキー・ワードがある。それは、ストックホルム大学における改革案の
なかの一文である。すなわち、大学の改革は“the　least　common
denominator”の理念をバックボーンとすべきである、という表現である。
　このキー・ワードをそのまま日本語に置き換えれば、“最小公分母”のこ
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とである。が、意味が分からない。私は、文脈のなかで考え抜いた。そして、
ようやく理解することができた。とても明るく、さわやかな理解である。
　つまり、大学の各セクションから、さまざまな改革案が提出されたものを
並べて、それらの“最大公約数”すなわち“一致する点”に注目し、それを
共通項として残して他を切り捨てたなら、結果としてわずかな案しか残らず、
ほとんどのアイディアは消え去ってしまうことになる。とりわけ、少数派と
してのユニークなものなどは、まったく日の目を見ることがないままに消去
されてしまう。
　しかし、その反対に、考え出された多種多様な案を、まさに“公分母的”
なセンスですべて残しておけば、いずれ価値あるアイディアが見い出される
ことになるであろう、という発想である。
　この考え方には、正直言って舌を巻かざるを得なかった。なんと見事なデ
モクラシーではないか！というわけである。
　“多数決”とか“最大公約数”とか“一致できる点”といった程度の民主
主義しか知らなかった自分にとっては、新鮮なデモクラシーの世界をのぞき
込む思いであった。つまり、“最大公約数方式”とは対極にある、この“最
小公分母方式”の、ありきたりな常識論を抜け出した発想を抱含する大乗的
センスに、大きな驚きと魅力を感じたのである。Nordic　Democracyの一端
に触れた思いで一杯であった。
　しかし、よくよく考えてみると、世界の歴史は、多数決によっては否定さ
れることになるはずのユニークな理念によって、常に切り開かれてきたのだ
と思う。「コペルニクス的転回」という表現は、このようなことのために存
在しているのだろう。
3．E”en　Keyを読みはじめて
　幼児保育の勉強に腰を据えるようになったのと同時に、スウェーデンなど
北欧への興味を強く持つようになった。
　ということで、当然のことながら、かのr児童の世紀』を著わしたEllen
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K』ey（1849～1926）について関心を持たざるを得ないことになった。
　彼女の著作は、日本では大正時代にさかんに紹介されたのだが、それらを
古本屋や古書展で見つけては読んでいたところ、新しい訳書に接することに
なった。岩波文庫版によるr恋愛と結婚、上・下』（1973年）である。小野
寺信・百合子夫妻の労作である。
　数人の勉強仲間が集まって、早速にこの本を読み始めた。今となっては古
風な感じの文庫本スタイルと、やや古典的な訳文なのだが、手にしたときは
新鮮さそのものであった。傍線を引いた部分が、ほろ苦く、懐かしい。傍線
のある部分を、いくつか拾ってみよう。
　「子供は人間の創る芸術のうちで、最も微妙なものであるだけでなく、こ
れによって創造の不滅が確証される唯一の創作品である。」（上・P．216）
　「母性は個人の幸福と種族の幸福との間の自然の均衡であり、自己主張と
自己犠牲との間の平衡であり、情欲と精神充実との間の自然の均衡である。」
（上・P．216）
　「父や母を敬うのは結構なことだが、モーゼが忘れた戒律、すなわち娘や
息子を生まれる前から敬えという戒律は、もっともっと大切である。」（上・
P．149）
　「子供の唇を胸に感ずるとき、母の身体の中に躍動する喜びは、数千年こ
のかた変わることがない。新しく母になった女性が子供のベッドの上に寄り
添うとき体内に起こるやさしさもまた、数千年このかた、同じものである。」
（上・P．221）
　「自然が種族保存の本能を創造したとき、女性はこれを愛に変えた。住居
が必要となったとき、女性は愛から家庭を造った。文化に対する女性の大な
る寄与は、このように愛の力によるのである。」（下・P．7）
　「人の生涯で決断すべき三つの大事一人生観と生涯の職業と恋愛一につい
ては、めいめいの魂は絶対でなければならない。」（上・P．148）
　このようなエレン・ケイ独特のフィロソフィーを、彼女について研究する
人たちはr生の信仰」というように表現している。
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　r恋愛と結婚』の訳者である小野寺夫妻は、文庫本の末尾のrエレン・ケ
イについて」のなかで次のように書いている。
　「エレン・ケイは永い問、生の目的を探し求めた末、人生の目的はその日
その日の生活そのものであることを悟った。…毎日の生活の仕方に喜びを
見出すのがr生の信仰』である。…そしてr生の信仰』の実践として、彼
女は利己（自己主張力）と利他（自己抑制力）の対立の調和法則を提示し…」
　さらに夫妻は、エレン・ケイの教育思想には二つの特徴が現れているとし、
「一つは自由主義を基調とする徹底した自己啓発、一つは美の倫理性を社会
に結びつけた倫理美学的教育観」である、という見解を述べている。
　エレン・ケイの文脈には、随所に、さまざまなオリジナリティーが感じら
れ、また読み取れるのだが、子育てにおける“美”のテーマは大いに注目す
べきポイントだと思われる。ちなみに、『児童の世紀』が発刊されたのは
1900年のことだが、その前年の1899年には、彼女はr美をすべての人のため
に』という本を出している。
　この本のなかには、「日常の美」とか「家庭の美」といった内容が見られ
るのだが、このようなテーマそのものからして、アールヌーボーの巨匠であ
るウイリアム・モリスなどの影響が強いものと思われる。事実、彼女はこの
方面についても、ずいぶんと勉強をしていたらしい。
　岩波文庫による『恋愛と結婚』の出版は1973年のことであったが、小野寺
夫妻はその6年後の1979年に、エレン・ケイの最も有名な著作であるr児童
の世紀』の訳書を世に送り出した。冨山房百科文庫による出版である。
　出るや否や、直ちに買い求めた。そして、ちょうど発刊直前であった保育
関係の自分の本の空きページに、このことを急いで書き加えた。小野寺百合
子さんはこのことを知り、大変な喜びようであった。
※荒井　洌著r保育を学ぶ若い人たちへ』家政教育社、1979年　のなかの
　「エレン・ケイの育児の哲学」の項参照。
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4．ストランド荘の日の光
　エレン・ケイはきわめて純粋である。ということは、知的な育ちに恵まれ、
学究的であり、そして何よりも正義派であった。そのため、上向指向の新鮮
なエネルギーを押さえ込もうとする古典的オーソリティー連とのあつれきは、
とても大きかったようだ。ちなみに、発刊されたr児童の世紀』の内容につ
いても、国内では無視か誹諦かが大勢であった。
　しかし、世界は広かった。たちどころに11か国語に翻訳され、絶賛され、
世界的規模で著名になった。そのために、後を追うようにして、自国内でも
著名にならざるを得なくなった。
　なさけないと言おうか、あるいは世の常とも言おうか、言うなればr灯台、
もと暗し」である。
　とにかく、多くの人びとが彼女の本を手にすることになり、世界各地から
印税が入ることとなった。彼女はそれを元にしてストランド荘を建てること
にした。
　生の信仰と美の世界とを表現すべく、ウェッテルン湖の湖畔に土地を求め、
館をデザインする。湖と大地と森と太陽の立体映像である。
　スウェーデンに出かけるようになって30年あまり、何回出かけたかは忘れ
てしまった。とにかく、あちこちをずいぶんと歩き回ったのだが、肝心な所
が抜けていた。エレン・ケイのストランド荘である。
　ワードステンナという、ウェッテルン湖の水辺の、静かな美しい町に着い
た。中世からの僧院などが残る、なんとも美しい、静かなたたずまいだ。ス
カンディナヴィアの奥地の、心鎮まる風光である。
　ひと休みして、ストランド荘に向かう。ウェッテルン湖を前にして、静か
に、しかし堂々と館は建っている。
　ストランド荘を管理するエレン・ケイ財団の責任者である女性が迎えてく
れた。われわれは、はるかな国からの珍客である。
　記帳を済ませ、親切な説明を受けながら、館内をゆったりと見て歩く。そ
して、書斎で足がぴたりと止まる。
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　デスクや書棚を見ていると、彼女の勉強ぶりが思い描かれてくる。ああ、
彼女はどれほどの勉強を積み重ねたのだろう…。
　最上階に登り、建物の中央に位置する部屋のドアを開けてもらったときの
驚きはすごいものだった。われわれはすべて、「アッ！」と思わず声をあげ
たほどの驚きだった。
　太陽の光と、ウェッテルン湖のさざ波のまぶしい輝きとが、一挙に飛び込
んできたのだ。大げさに言えば、宇宙のエネルギーそのものである。
　「生の信仰」という言葉が胸に浮んでくる。太陽、水、丘、森、畑、動物
たち、人間、愛、・・・…。
　『児童の世紀』のなかのフレーズが思い浮かんでくる。
“Li£e－the　li£e　of　nature　and　of　man－this　alone　is　the　preparation
fbr　life．”（生命一自然の生命および人間の生命一のみが生命を育てる。・…・
小野寺夫妻訳）
　ストランド荘という心鎮まる立派な館は、当時は“憩いの家”として女性
労働者たちに開放され、現在では、学問の道を志す女性の研究者たちに、き
わめて安い料金で研究の場として提供されている。
5．Carl　Larssonのアトリエにて
　ストックホルムから北西へ300キロから500キロほど。その辺り一帯をダー
ラナ地方と言い、スウェーデンでも最も美しい田園地帯と讃えられている。
なぜか？緑の沃野と湖と伝統の香りと、それに赤い家々が点在するからだと
思う。スウェーデンのシンボルである木彫りの赤い馬も、この地方で作られ
ている。
　ダーラナ地方の中心の町であるファルーンには、1000年の歴史をもつ銅山
があり、赤茶色の副産物が出るのだが、それが家屋の外壁の塗料として使わ
れるようになった。これは経費がかからず、木材を腐らせず、また、見た目
には実に美しい。北欧の家々は、この地を拠点にして赤い色に変身していっ
た。スウェーデン、あるいは北欧が好きになる大きな要因として、この赤い
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家の存在は無視できないのではないか、と思ったりする。
　ファルーンの郊外の、とある静かな水辺に、木の間に見え隠れしながら芸
術的な家が建っている。カール・ラーション（Carl：Larsson，1853～1919）
の住まいとアトリエだ。
　カールラーションの絵との出会いは、いつ頃のことだったか覚えてはいな
い。多分、スウェーデンに行くようになった初めの頃からだと思う。とにか
く、田園牧歌の、心休まるタッチと、淡い色彩が実によい。
　農村で働く人びとや、子どもたちの日常の仕草や、家畜の姿や動きを描い
たものを見ていると、ふと、江戸時代の蘭学者である渡辺畢山の絵が思い浮
かんでくる。身の回りの日常を、ヒューマンなタッチで描き止めているとい
う共通点である。
　渡辺皐山やカール・ラーションなどに共通する、ふだんの暮らしのなかで
の人びとの心の機徴や、何気ない仕草への筆づかいには、人間味あふれる温
かなものが感じられ、とにかく心が吸い込まれていく。もしかすると、これ
は大きな思想につながっていることなのかもしれない。
　ところで、r児童の世紀』の後半のほうには、エレン・ケイの未来の社会
へのロマンティシズム、すなわち未来の学校や家庭や子育てへの夢がかなり
具体的に描かれているのだが、そのセンスがカール・ラーションの絵とオー
バーラップしてくるのだ。たしかに相通ずるものがあるように思える。
　キー・ワードとして表現してみるならば、“田園牧歌”というようなとこ
ろだろうか。もう少し言葉をあげてみるなら、“自然”　“家庭”　“生産労働”
“暮らしのなかの美”“生命体へのいとおしみ”“生命のつながり”等々であ
る。
　とにかく自分は、r児童の世紀』を克明に読み解きながら、雑誌への連載
原稿を書いているとき、常にカール・ラーションの画集を机の上に置き、と
きどき開いては見ていた。色や形が目に見えてくるような原稿を書きたかっ
たからである。
　そして、エレン・ケイのストランド荘を訪ねてみると、あったのだ！カー
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ル・ラーションのデッサン画である。壁に数枚、額に入れて掛けられている．
　ストランド荘を管理する年輩の女性に、早速に問いただした。答えはきわ
めて明瞭であった。二人は友人であった！深く、深く、納得した。
　カール・ラーションの妻も芸術家であったらしい。室内の調度品などは彼
女のデザインだという。アールヌーボーだ。曲線に生命感がある。
　欄間を見る。なんと浮世絵が張られているではないか。彼は若いころパリ
に遊学しているという。そこでジャポニスムの影響を受けたのに違いない。
そう思って絵を見直してみると、構図にそれらしきものが感じられてくる。
われわれにしぜんに波調が合うのも、そのためなのかもしれない。
　彼の家の周囲の、水辺と緑と花と小道の美しい所を散策する。遠い日本の
日常性が、信じられないような静かさと穏やかさである。ふと、ウイリアム・
モリスの『ユートピアだより』（“News　from　Nowhere”）に描かれた夢
の世界の風景が浮かんでくる。ああ、このような光景が、現実に存在してい
るのだ……。
　エレン・ケイ、そしてカール・ラーション、そしてウイリアム・モリス。
少しずつ見えてきた。1世紀ほど前の、ロマンティシズムの世界である。
6．“青鞘”のメンバーたちの情熱
　自分は30年ほど前に、スウェーデン社会研究所のメンバーとして、原田
實先生に教えを請うたことがある。原田先生は、大正時代にエレン・ケイの
『児童の世紀』の全訳を出版された方であり、戦後は早稲田大学文学部の教
授をなされていた方である。
　原田　實の妻となった人は、斎賀　琴（さいか　こと）という人である。
　自分はr青鞘』（1915年）に載せられた斎賀　琴の作品である「戦禍」と
いうものを読んだことがある。日露戦争当時の、彼女の少女時代の田舎での
思い出を書いたものだが、国家による戦争が、か弱い個々の家庭に悲しい思
いをもたらすさまを、まことに清らかな文体で描き出している。しばし、心
が深く沈んでいくと言おうか、見事な作品である。
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　彼女の属していた“青鞘”のメンバーである女性たちが、エレン・ケイの
思想に取り組んだのであった。
　女性差別に対して、敢然と女性解放ののろしを上げたのが、彼女たち“青
鞘”のメンバーたちだったのである。
　平塚らいてう、山田わか、伊藤野枝、などがエレン・ケイの作品の翻訳に
取り組んだ。r恋愛と結婚』r母性の復興』などが訳出されている。
　平塚らいてうは、“The　Ren＆issance　of　Motherhood”（母性の復興）に
注目している。そして、青鞘グループ内での論議の的ともなった。
　自分は思うのだが、これからの日本の保育界で、あるいは子育ての場面で、
あるいは男女の問題などのなかで、“motherhood”のことは、、多分プラス
評価の形でクローズアップされていくだろうということである。とにかく、
このことについては、静かに見守っていくことを提案したいと思う。
　ちなみに、エレン・ケイの『恋愛と結婚』での主要なテーマは、この
?? therhood”のことなのである。とにかく、『恋愛と結婚』は、一読に
値する作品である。
エピローグ……rエレン・ケイ　保育への夢』の出版
　『児童の世紀』のなかの、ロマン豊かな、美しい文章をいくつか引用して
みることにしよう。（英訳を使用。“The　Century　ofthe　Child”G．：P．
PUTNAMS　SONS，1909，Made　in　the　United　States　ofAmerica）
　We　must　carefully　treat　the£ine　threads　in　the　child蟹s　sou1。
一われわれは子どもの心に、美しい糸をていねいに織り込まねばならない。
（荒井訳）
　There　is段n　old　pedagogical　maxim，“Man　leams　for　life　not£or
school．”
一教育についての古くからの格言がある。「人は人生のために学ぶのであっ
一59一
荒井洌
て、学校のために学ぶのではない。」（荒井　訳）
　A　good　home　is　always　cheerfhl．
一よい家庭は、いつもほがらかなものだ。（荒井　訳）
　H：e　has　a　right…　not　only　to　be　nauhty，but　to　be　naughty　in　peace．
一子どもは、いたずらであってよいというだけではなく、邪魔の入らないい
たずらがたのしめなければならないのだ。（荒井　訳）
　The　greatest　fbrtune　of　earth，s　chil（lren　is　personality　alone．　　Goethe
一地上の子どもにとって最高の幸福は、個性を認められることにつきる。
ゲーテ（小野寺夫妻　訳）
　Only　the　people　who　can　play　with　children　are　able　to　educate　them．
一子どもと遊べる者だけが、子どもに何かを教えられる。（小野寺夫妻　訳）
　このようなセンテンスを使いながら、自分は『エレン・ケイ　保育への夢
一r児童の世紀」へのお誘い一』という本を出すことができた。（フレーベ
ル館発行、2001年9月）
　テキストとして使ったものは『児童の世紀』（冨山房百科文庫、1979年）
と、『改訂版・恋愛と結婚』（新評論、1997年）である。両方とも、小野寺信・
百合子夫妻の訳である。
　『児童の世紀』に流れるロマンティシズムは、エレン・ケイのもう一つの
大作であるr恋愛と結婚』を通読すると、大いに理解が深まると思う。そう
いう意味で、拙著には『恋愛と結婚』の「私の読書ノート」を付け加えた。
　とかく・すぐに役に立つ本以外あまり出さない保育関係の出版社が、エレ
ン・ケイという純思想家についての本を上梓してくれたことは、ありがたい
限りである。しかし、願わくば、保育界がエレン・ケイだの、ロバート・オー
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エンだの、フレーベルだの、倉橋惣三だの、大原幽学だのといった人物の思
想を日常的に云々するようになれば、という思いである。
　エレン・ケイについての拙い自分の本に続いて、よりさえたものが出るこ
とを期待したい。保育界が、いま最も必要としているものは、バックボーン
としての保育のフィロソフィーであると思うからだ．
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